
 

   

 

2023 年 5月 12日 

株式会社講談社 

 

第 69回（令和 5年度）江戸川乱歩賞 

最終候補作決定のお知らせ 
 

日本の推理作家への最高の登竜門・江戸川乱歩賞（日本推理作家協会主催）は、書き下ろし

長編ミステリー小説（350～550枚）を公募し、昭和 32年度の仁木悦子『猫は知っていた』以

来、昨年度の荒木あかね『此の世の果ての殺人』に至るまで、大型新人と傑作を輩出してきま

した。 

また平成 4 年度からフジテレビジョンの後援を得まして、賞金 500 万円を贈呈し、受賞作

品を同局にて随時映像化しております。本年度の応募作は 390 編の多きに達しています。す

でに予選は終了、最終候補作 4編を選考委員が精読中で、下記の通り選考を行い、受賞作を決

定いたします。本年もリモートでの選考会開催を予定しております。最終候補作品名をあらか

じめお知らせいたします。 

 

〇主催      日本推理作家協会 

〇後援      講談社・フジテレビジョン 

〇協力      豊島区 

〇選考委員    綾辻行人、京極夏彦、柴田よしき、貫井徳郎、横関大（五十音順・敬称略） 

〇正賞      江戸川乱歩像 

〇副賞      賞金 500万円 

〇受賞作発表会見 5月 26日（金）14時～  

※会見の模様は、日本推理作家協会公式 YouTubeチャンネルでライブ

配信を予定しています。 

※贈呈式は 11月ごろ、豊島区の協力を得て実施予定です。 

 

◆最終候補作品 

「ホルスの左眼」         竹鶴銀（たけつる・ぎん） 

「籠城オンエア」         日野瑛太郎（ひの・えいたろう） 

「蒼天の鳥たち」         三上幸四郎（みかみ・こうしろう） 

「おしこもり」          八木十五（やぎ・じゅうご） 

 

 


